
町
で
は
、
町
の
発
展
や
各
部
門
で
の
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
す
る
「
町
功
労
者
表
彰
式
」
を
11

月
２
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。

表
彰
式
で
は
、
本
年
度
新
た
に
町
功
労
者
に
選

出
さ
れ
た
大
石
壽
信
さ
ん
の
ほ
か
、
特
別
功
労
賞

や
功
労
賞
、
部
門
別
表
彰
者
の
皆
さ
ん
の
表
彰
や
、

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
五
城
目
町
町
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業

と
し
て
実
施
し
た
、
五
城
目
小
学
校
児
童
に
よ
る

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
作
品
の
朗
読
も
行

い
ま
す
。

【
特
別
功
労
賞
】

各
分
野
に
お
い
て
、
本
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
公

の
た
め
に
多
額
の
私
財
を
寄
付
す
る
な
ど
、
功
績
の
顕
著

な
個
人
又
は
団
体
。

 

佐
藤
　
テ
ル
さ
ん
（
70
歳
・
一
番
町
）

【
功
　
労
　
賞
】

各
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
育
成
指
導
に
つ
と
め
、
町
の
名

誉
を
高
め
た
功
績
の
顕
著
な
個
人
又
は
団
体
。

 

松
橋
　
正
美
さ
ん
（
79
歳
・
浅
見
内
１
区
）

前
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

【
部
門
別
表
彰
者
】

♦
町
内
会
長
表
彰

10
年
以
上
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
と
し
て
地
域
の
自
治
活

動
や
町
政
の
浸
透
に
努
め
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
、
後
進
に
道
を
譲
ら
れ
た
方
。

 

菊
地
　
　
晃
さ
ん
（
75
歳
・
紀
久
栄
町
）

♦
献
血
功
労
者
表
彰

人
命
尊
重
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
率
先
し
て
献
血
に
協

力
さ
れ
令
和
元
年
９
月
１
日
以
降
献
血
回
数
20
回
以
上
に

達
し
た
方
。

 

石
井
　
暢
子
さ
ん
（
62
歳
・
寺
　
庭
）

 

伊
藤
由
美
子
さ
ん
（
60
歳
・
希
望
ケ
丘
）

 

伊
藤
　
　
茂
さ
ん
（
57
歳
・
新
里
町
）

 

佐
藤
　
　
淳
さ
ん
（
57
歳
・
新
畑
町
）

 

島
﨑
　
丈
人
さ
ん
（
37
歳
・
大
　
川
）

❖
感
　
謝
　
状

 

城
東
産
業
株
式
会
社
（
東
京
都
）

（�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
本
町
へ

マ
ス
ク
２
万
１
、０
０
０
枚
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
）

 

く
り
っ
こ
劇
団

（�

地
域
の
交
流
サ
ロ
ン
や
老
人
福
祉
施
設
、
子
ど
も
会
な

ど
で
、
手
づ
く
り
の
道
具
と
方
言
を
使
っ
た
人
形
劇
や

演
劇
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
）

❖
町
制
施
行
65
周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

五
城
目
町
町
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
五
城
目

町
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
。
応

募
の
あ
っ
た
五
城
目
小
学
校
５
、
６
年
生
の
作
品
の
中
か

ら
か
ら
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
選
考
し
ま
し
た
。

・
最
優
秀
賞

 

工
藤
　
瑠
夏
さ
ん

（
五
城
目
小
６
年
・
雀
　
舘
）

・
優
秀
賞

 

千
田
　
優
月
さ
ん

（
五
城
目
小
６
年
・
東
磯
ノ
目
）

・
優
秀
賞

 

小
熊
　
悠
史
さ
ん

（
五
城
目
小
５
年
・
西
磯
ノ
目
）

※�

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
工
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
７
㌻
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
五
城
目
町
民
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、歴
史
と
伝
統
を

う
け
つ
ぎ
創
造
性
ゆ
た
か
な
町
を
つ
く
る
願
い

を
こ
め
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
と
親
し
み
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
た
が
い
に
助
け
あ
い

思
い
や
り
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
教
育
を
進
め

文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
元
気
で
働
き

活
力
に
満
ち
た
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

　
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
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町功労者　大 石 壽
ひ さ の ぶ

信さん

（74歳・下山内）

【主な受賞歴】
・平成18年� 3月��3日� 消防庁長官表彰　永年勤続功労章
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民
生
の
安
定
に

大
き
く
貢
献

大
石
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
か
ら
38
年

間
、
町
消
防
団
団
員
と
し
て
活
動
し
、

町
民
の
生
命
・
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
間
、
分
団
長
、
副
団
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
４
年
間
は
町
消
防
団

団
長
と
し
て
、
卓
越
し
た
消
防
知
識
と

技
能
を
も
っ
て
消
防
団
の
運
営
に
あ
た

り
、
組
織
の
充
実
強
化
、
団
員
の
士
気

高
揚
と
処
遇
改
善
、
人
材
育
成
、
消
防

施
設
の
整
備
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
消
防

団
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本

町
の
民
生
の
安
定
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
団
員
の
育
成
指
導
に
力
を

注
が
れ
、
男
鹿
南
秋
支
部
大
会
で
の
優

勝
を
は
じ
め
、
全
県
大
会
で
は
上
位
入

賞
を
果
た
す
な
ど
、
団
員
の
消
防
操
法

技
術
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
ほ

か
、
火
災
発
生
時
の
迅
速
果
敢
な
消
火

活
動
や
豪
雨
災
害
時
の
夜
間
巡
回
な
ど
、

町
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
率
先
し
て

団
員
の
指
揮
に
あ
た
り
、
本
町
の
防
災

力
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
下
山
内
町
内
会
で
は
、
現

在
も
町
内
会
長
や
納
税
貯
蓄
組
合
長
な

ど
多
く
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
町
内
会
員

の
統
率
や
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
な

ど
、
町
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。


